
経済統計学 - 宿題 No.1

蛭川雅之

提出期限：2026年 10月 23日（金）11:00（厳守）

注意事項

• 学生相互間で相談をしても構いませんが、答案は必ず個人で作成してください。

• 答案は手書きでもタイプ打ちでも構いませんが、最初のページに必ず学籍番号
と氏名を明記してください。

• 答案を作成する際には、忘れずに問題番号を記入してください。具体的な答案
の作成要領は次の通りです。

1. 第 1部の各問題については、計算根拠などをできるだけ具体的に説明して

ください。必要に応じて途中計算を書いても構いません。なお、説明がな

くただ結果だけが書いてある場合、その問題の点数は零点とします。また、

数値は電卓を用いて計算してください。

2. 第 2部の各問題については、Excelワークシートの該当箇所のプリントア

ウトもしくはスクリーンショットを添付してください。コメントが必要な

場合は、ワークシートに直接タイプする、あるいは、プリントアウト・ス

クリーンショットにメモ書きをする等の方法で対処してください。

• 答案は第 1部・第 2部をまとめて左肩にホチキス止めをした上で提出してくだ

さい。

• 提出期限を厳守してください。いかなる理由があろうと、期限後に提出された
答案は受け取りません。

• ルールに違反して答案を書いた（例：本講義に履修登録していない学生に助力
を求める、他の学生の答案もしくは過去問の解答例を丸写しする）場合、内容

の如何を問わず減点の対象となりますので注意してください。
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第 1 部

問題1-1

新生児 60人の体重データを基に次の度数分布表を作成した。階級の読み方は、階

級“2000～2350”を例にとると「2000g以上 2350g未満」を意味する。また、階級値は

各階級の中央値である。この度数分布表の空欄 (1)-(8)に該当する数値を求めよ。な

お、空欄 (5)(6)はそれぞれ小数第 4位まで求めること。空欄以外の数値の一部も意図

的に空白にしてあるので注意せよ。

階級値 度 数 相対度数 累積度数
2000 ~ 2350 (3) (7)
2350 ~ 2700 (1) 8 10
2700 ~ 3050 (4) 26
3050 ~ 3400 18 (5)
3400 ~ 3750 (2) 7
3750 ~ 4100 4 (6)
4100 ~ 4450 3
4450 ~ 4800 2 (8)

階 級

問題1-2

2つの離散確率変数XとY について、Xはx1, x2, . . . , xnのいずれか、Y はy1, y2, . . . , ym

のいずれかをとるものとする。このとき、Xと Y の共分散Cov (X,Y )について、

Cov (X,Y ) = E (XY ) − E (X) E (Y )

が成り立つことを示せ。さらに、この結果を利用して、Xと Y が独立である場合、こ

れらは無相関であることを示せ。

第 2 部

問題2-1

Excelファイル hw1 q2-1.xlsには女子大学生 80名分の身長が記録されている。こ

のデータについて、(1)度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図を作成し、(2)平均値、
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中央値、分散 σ̂2、標準偏差 σ̂を計算せよ。なお、度数分布表は以下の手順で作成す

るものとする。

1. 度数分布表の体裁は問題 1-1と同様とする。累積比率は求めなくてよい。

2. 階級は上から順に

143～146 146～149 149～152 152～155 155～158

158～161 161～164 164～167 167～170

の 9つとする。なお、階級の読み方は、例えば“143～146”の場合、「143cm以上

146cm未満」を意味する。

3. 各階級値はその階級の中央値とする。

問題2-2

Excelファイル hw1 q2-2.xlsには男子大生 50名分の身長と体重が記録されている。

このデータから (1)身長を横軸、体重を縦軸に取った散布図を作成し、(2)身長・体

重それぞれの平均値、中央値、分散 σ̂2、標準偏差 σ̂を計算し、さらに (3)身長と体重

についてのピアソン積率相関係数およびスピアマン順位相関係数を求めよ。

問題2-3

２つの離散確率変数 X と Y について、(X, Y )の同時確率 pij = pX,Y (xi, yj) =

Pr (X = xi, Y = yj)が下表に与えられている。このとき、以下の問いに答えよ。なお、

Y の周辺確率分布および条件付き確率分布がベルヌーイ分布になることを確認のう

え、対応する期待値および分散を計算するとよい。

X\Y 0 1

1 0.025 0.075

2 0.150 0.100

3 0.200 0.100

4 0.150 0.100

5 0.025 0.075

(1) Xの周辺確率分布を求めよ。

(2) Y の周辺確率分布を求めよ。
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(3) Xと Y は独立か。理由を付して説明せよ。

(4) Xの期待値E (X)および分散 V ar (X)を求めよ。

(5) Y の期待値E (Y )および分散 V ar (Y )を求めよ。

(6) Xと Y の共分散Cov (X, Y )および相関係数Corr (X, Y )を求め、結果について

コメントせよ。

(7) X = 1, 2, 3, 4, 5それぞれの場合について Y の条件付き確率分布を求めよ。

(8) X = 1, 2, 3, 4, 5それぞれの場合について Y の条件付き期待値を求め、期待値繰

り返しの法則が成り立つことを確認せよ。

(9) X = 1, 2, 3, 4, 5それぞれの場合について Y の条件付き分散を求め、全分散の法

則が成り立つことを確認せよ。

(10) Xを横軸、Y の条件付き期待値 g (X) = E (Y |X)を縦軸にとって散布図を作

成し、結果についてコメントせよ。

問題2-4

ある保険会社は、企業向けに詐欺被害に対応する損害保険を開発し、2500社に販

売した。詐欺被害に遭う企業の割合は 1000社あたり 1社であると仮定して、この保

険会社に対し実際に保険金請求を行う企業数が (1)皆無である確率、(2)ちょうど 1

社である確率、(3)ちょうど 2社である確率、(4)3社以上である確率をそれぞれ小数

第 4位まで求めよ。なお、各確率とも二項分布、ポアソン分布による近似の 2通りで

計算し、結果を比較すること。
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